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	地方創生実践塾
	in

	和歌山県みなべ町
	日本に17ある世界農業遺産のひとつに認定されている「みなべ・田辺の梅システム」。 人手不足の課題を抱える中、梅収穫作業をとおして、ワーケーターは農家さんに労働力を提供し、農家さんはワーケーターに日常では得られない体験を提供する「一次産業ワーケーション®」という解決手段を構築しています。 本実践塾では、日常から離れ、みなべ町の空気や梅の感触、時には雨音を感じながら作業に没入して、新たな自分の内面に気づき、向き合うことができるでしょう。一次産業ワーケーション®によって、ワーケーターと農家さん両者のウェルビーイングが高まっています。
	開催日

	6.13
	～協働がつなぐ、地域と人が共に輝く 　　ウェルビーイングな関係人口創出のヒント～

	一次産業ワーケーション
	定 　員
	参 加 費
	（一財）地域活性化センター
	会　 場
	詳細＆申込みは裏面へ

	6.11
	　こんなことを学べます！
	南高梅の里！
	【6月11日(木)】 講義 フィールドワーク（うめ振興館視察） トークセッション 交流会
	【6月12日(金)】 フィールドワーク（梅収穫ワーケーション） 意見交換会
	【6月13日(土)】 フィールドワーク 振り返りグループワーク


	　スケジュール
	　講師の紹介
	・長靴、軍手、レインコート ・熱中症対策ができるもの（帽子や日焼け止めなど） ・動きやすい服装
	持ち物
	「心身ともに健康で社会的に良い状態」であること！


	お申込み
	前回開催時の参加者の感想
	ウェルビーイングとは・・・


